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多波長ライダーによるアラスカ大気の観測

Arctic Midd一e and Upper Atmosphere Observation by弼u托i Wavelength Lidar in Alaska
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肋stra¢t

Multi Wave一ength Lidar (MWL) is one of the remote sensing instruments of the Alaska Project. The

Alaska Project is an international cooperative project between Communications Research Laboratory

(CRL) and the Geophysical Institute (倒) of University of Alaska Fairbanks (UAF). We had set up紺L

at Poker F一at Research Range (65.1札147.5W) and observed as a test in朗arch.

侶まじめに

独立行政法人通信総合研究所(CRL)の多波長ライダーは､アメリカのアラスカ大学地球物理学研究所との

共同研究である｢アラスカプロジェクト｣の観測機器の一つとして､ポーカーフラット実験場で観測を行う

ことを前提に開発されたミーライダーである.多波長ライダーは2003年3月にポーカーフラット実験場に設

置され､試験観測を行ったO今回､その結果を合わせてCRLの多波長ライダーについて紹介するO

.2, *塵盈ライダーのシステム構塵

CRL多波長ライダーは､ Nd:YAGレーザーの基本波(1064nm)と2倍高調波(532nm)を用いてエアロゾルからの

ミー散乱､さらに水蒸気d窒素からのラマン散乱を観測することができるoまた､ミー散乱は送信レーザー

に対して平行成分(P)と垂直偏波成分(S)を分光観測することで偏光解消度の値を求めることが可能であ

る｡さらに､ P成分においては異なる3つの望遠鏡を用いて､設置境界層を観測するヘイズチャンネルから､

上部成層圏まで5つのチャンネルに分けて信号を受信し､それをつなぎ合わせることによって理想的な大気

の高度分布を得ることができる　GRL多波長ライダーのシステム構成をTab暮elに示すo

Table 1: Specifications of the Muiti Wavelength Lidar

Transmitter

Laser Nd:YAG

WaveIength [nm] 532▼1064

Pulse Energy [mJ] 550

Repetition [Hz] 20

Receiver

脚aVe書ength [nm] 532 064 607 660

Source Rayーeigh and 削e 悶Raman H,0 Raman

Rang℡ Haze Troposphere Stratosphere Troposphere

Polarization P P(low) P(hig叫 S P(iow) 巨(high) S

Te1escopeDiameter [mm] 50 355

Detector PMT APD PMT
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3.アラスカにおける軽測

2003年3月に多波長ライダーはアラスカのポーカーフラット実験場に設置され､試験観測が行われたGRL

多波長ライダーでは､すべてのチャンネルにおいて検出方法としてフォトンカウンテイングを採用している｡

試験観測データとして対流圏.成層圏のP成分による散乱比をFig.に示すo

垂. ILAS一正塾額駄薬療に刺せ_笠

昨年12月に打上げられた環境観測技術衛星｢みどりⅡ (ADEOS-n) ｣には､環境省のオゾン層観測センサ

(改良型大気周縁赤外分光計Ⅱ型､通称はAS-II)が搭載されており､現在その運用は試験フェーズを終え

定常観測フェーズに移行している　CRL多波長ライダーは､環境省の策定した協力検証実験の観測機器の-

っと位置付けられており､今後秋に向けてポーカーフラット上空の成層圏エアロゾルの観測データを提供す

るべく､現在準備を進めている｡
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Fig. l: Example of scattering ratio by multi wavelength lidar at Poker Flat
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Fig. 2 : B且ock-diagram of Multi-wave且emg払Lidar
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Fig.3: B且ock-diagram of receiverもelescope
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